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組織司令塔としての血管の新機能

アンジオクラインファクターを標的とした創薬
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図1 生体内イメージング解析に

よって撮影された血管網

図2 血管は酸素・栄養分の共有に

加えて、アンジオクラインファク

ターを産生する
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⽣体の隅々に張り巡らされた⾎管ネットワークは全⻑が約

地球2周半、総面積はテニスコート6面分もあると言われ

おり、組織へ酸素や栄養分を供給しています（図1）。こ

のようなパイプとしての機能に加えて、血管はアンジオク

ラインファクターと呼ばれる分子群を産生し、組織幹細胞

の維持や組織形成を制御する司令役となることが近年の研

究から明らかになりつつあります（図2）。

私たちは、アンジオクラインファクターが癌を始めとする

各種疾患の発症や進展にも関与している可能性を見出して

きました。現在は血液の癌である白血病について研究を進

めており、急性骨髄性白血病を制御するアンジオクライン

ファクターを同定しています。これらの研究から血管の新

たな機能的側面である「アンジオクラインファクター」を

標的とした、革新的な癌治療薬の開発へとつなげていきた

いと考えています。

血管新生、アンジオクラインファ
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血管が開く未来の医療
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血管は周囲の細胞との間で生理活性物質のやり取

りを行い、組織の機能調節を行う「司令塔」とし

て働いています。この血管の指令機能の異常は、

さまざまな疾患の原因となっています。そのため、

血管のつくられ方や特徴を知る研究は、癌などの

病気の治療に活かすことができます。癌がつくら

せた血管の異常性を明らかにできれば、これまで

にない新しい治療薬の開発に繋がります。
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AMATERASは、「分子〜細胞〜臓器」レベルのス

ケール縦断的かつ高解像度、高速、⻑時間のイメー

ジングを可能とするイメージングプラットフォーム

を目指しています。さらに、生きたまま、3次元か

つ時系列で複数の情報を取得することも見据えてい

ます。巨大な生命システムを、イメージングで全空

間・全時間的に計測・解析・検証することで、生命

システムの統合的な理解に挑戦します。
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図1 AMATERASによるマウス脳切

⽚の撮像例。対角1.8 cm視野中の

個々の細胞のイメージングに成功

イメージングによる生命システムの統合的理解へ

細胞イメージング、顕微鏡、マ

ルチモダリティ、多変量ビッグ

データ、情報マイニング

再⽣医療、細菌・ウイルスの迅

速検査、⾷品検査、未病診

断、個別医療
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「木を観て森も観る」トランススケール

イメージング技術の開発

従来のバイオイメージングは、ミクロ（分子、細胞）かマ

クロ（組織、個体）、いずれかの空間スケールに特化せざ

るを得ず、両レベルの間でしばしば相反する結果が生じる

ことが知られていました。これは、医学を含む様々な生命

科学研究を発展させる上で解決すべき重要な課題です。

我々はこのスケール分断をつなぐ「木も森も観る」システ

ム、つまり同一標本において、ミクロな精度でマクロな時

空間動態を解析できる、世界で唯一無二のトランススケー

ルスコープ「AMATERAS」の開発に取り組んでいます。

神経科学研究のホットトピックである全脳イメージングに

向けて、これまでにマウス脳切片において、従来の方法と

比べて数百倍と、格段に速い蛍光多重染色サンプル撮像が

可能となりました（図1）。さらに、人工組織の対角1.8

cmの視野内で、1細胞レベルの空間分解能でのライブイ

メージングにも成功しています。
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